
 

 

 

 

 

 

 

 

   校長には，学習指導要領改定の趣旨を踏まえ

て「生きる力」を育むとともに，教育改革の中で

示された新たな課題への対応を含め，今後の我

が国の教育の方向を見据え，学校経営を進める

ことが求められている。そのためには，差し迫る

課題に取り組み，児童により良い教育を提供で

きるように教育活動の成果を検証し，学校運営

を改善することにより教育水準の向上を図ること

が重要である。また，学校運営に対し，適切に説

明責任を果たすとともに，保護者・地域住民等か

ら理解と参画を得て，学校・家庭・地域の連携・

協力による学校づくりを進めることが期待され

る。 

   また，学校運営には，不易と流行を踏まえ，将

来を見据えた明確な学校経営ビジョンに基づく

教育活動を推進する組織が求められている。そ

のためには，校長は，学校の自立性を高めつつ

も，保護者・地域の要望に応えられるよう，学校

教育目標実現を目指し，リーダーシップを適切

に発揮することが重要である。さらに，校長が学

校経営ビジョンを明確に示し，教職員が課題と

実現に向けた具体策を理解することにより，目標

達成に向けて組織として機能することが大切で

ある。加えて，教職員の関わりを意図した組織や

校務の見直しを図り，活力ある運営組織を構築

していくことが必要である。 

学校が教育課題に積極的かつ柔軟に対応す

るためには，学校組織を活性化し，教職員個々

の意識の高揚を図り，教職員がもつ資質・能力

を引き出し高める組織の在り方や体制づくりが求

められる。 

本分科会では，校長の示す学校経営ビジョン

の実現に向けて，組織として機能し，かつ活性

化し，活力ある学校運営を図るための具体的方

策を明らかにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)学校経営ビジョンの実現に向けた運営組織の

構築 

校長は，自校の課題を的確に把握し，将来を

見据えた明確な学校経営ビジョンを示すことが

大切である。校長が学校づくりのビジョンを自分

の言葉で語り，明確に打ち出されたビジョンの実

現に向けて教職員が共通認識をもち，学校教育

目標達成に向けて組織で取り組む。取組の中で

組織や校務等について絶えず評価・改善を行い，

教職員が一丸となって実践することで，質の高

い教育を実現することが可能になる。 

このような視点から，学校経営ビジョンの実現

に向けた運営組織を構築するために校長の果

たすべき役割と指導性を究明する。 

 

(２)活力ある運営を実現するための組織の活性化 

組織を活性化することにより，活力ある学校運

営が可能になる。そのためには，校長が課題解

決への見通しを明確に示し，具体策を全職員が

共有化することが必要である。また，取組の過程

においては，校長が組織における個々の役割を

明確にすることにより，協働して取り組む意識を

高める必要がある。さらに，教職員が自分自身

の職能を向上させ，その力を発揮することで，貢

献できたという満足感を得られるようにすることが

重要である。加えて，経験知の違う者が集う組織

において，こうした取組を円滑に進めるためには，

役割間や役割内での十分なコミュニケーションを

図ることが大切である。 

このような視点から，教育課題の解決に向け

て，組織を活性化し，活力ある学校運営を実現

するための校長の果たすべき役割と指導性を究

明する。 
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